　おうみファンドの活用に関する要綱　
２００３年１月７日改定
おうみファンドとは、パブリックな価値を支えるため志ある市民の寄付金によって形成され、それぞれの目的ごとに活用します。

おうみファンドは、次の３種類で構成されます。
1 地域活性化のための寄付金
2 地域通貨事業の運営および利用促進に対する寄付金

3 各種プロジェクトに対する寄付金

運用方法

　

①　地域活性化のための寄付金

コミュニティ活性化や地域の持続的発展に寄与する事業に対して寄付されるもので、市民活動の支援や福祉・環境・ボランティア促進などのために活用します。
運用にあたっては、特定非営利活動法人地域通貨おうみ委員会の理事会が社会状況や地域のニーズ並びに寄付者の意向等を考慮して決定します。
②　地域通貨事業の運営および利用促進に対する寄付金

　　　地域通貨の発行および運営のために寄付されるもので、寄付金１００円につき１おうみが交付されます。

　　　寄付金は、地域通貨の作成費、活動交流拠点「ひとの駅」の運営費、および地域通貨の流通促進のために活用します。

③　各種プロジェクトに対する寄付金

　　　地域通貨「おうみ」を活用した各種プロジェクトの運営を支えるために寄付されるもので、寄付金１００円につき１おうみが交付されます。　

　　　寄付金は、各プロジェクトの運営費として活用します。
